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を
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椅
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鮭
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梅
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似
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仁
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を
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R
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の
ス
テ

ー
ジ
で
の

7
7
4
F
i

の
成
来
を
わ
か
り
や
す
く
紺
作
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東

京

と

自

で

自

展

示

し

広

〈

平

総

京

畿

泉

市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

コ
て
い
き
ま
す

ま
た

秋

に

ゆゆ
朱
雀
門
前
の
ス
テ
ー

ジ

に

お

い

て

健

在

討
の
公
減
や
制

太
鍍
と
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
雌
誠
な
ど

の
思
も
予
定
し
て
い

1
e

T
Z
Z奈
良

百

震

市
民
が
「
拡
の
好
き
な
奈
良
」
左
し

て
選
ん
だ
俗
良
の
風
物
等
を
奈
良
仁

1
3
2
Eに
よ
り
蓄
に
繍

き
と
ど
め
た
奨
術
作
品
全
面
啓
示
公
開

し
ま
す
・

一
奈
良
物
語

。
良
の
歴
史
風
土
四
季
念
特
孤

且
映
像
を
背
景
に
報
集
狂
荷
な
ど
の
市
典

6

7ケ
ス
ト
ヲ
コ
ー
ラ
ス
が
ひ

と
つ
ー
な
っ
て
展
開
す
る
益
事
屍
な
歴
史
紘

撃
を
創
作
し
八
i
J調
会

F
定
し
て
い
ま
す
固

r
a
z
zた
品
?
の

伝
説
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
二
月
余
良
場
杉
』
を
週
間
咽
に
ゆ
語

"
の
漂
い
東
大
寺
境
内
で
閉
備
し
e
す
・

一
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
由
集
い

2
2
1
1
Eに
視
し
ま

れ
て
い
る
「な
ら
チ
エ
ン
パ
l
ア
ン
ザ
ン
プ

ル
」
が
文
化
の
骨
均
衡
い
ク
ヲ
シ
y
h
γ
脅

楽
を
奏
で
観
容
を
侮
奏
会
惜
界
へ
緩
い

ま
す
・
苦
僻
軍
主
張
に
で
ハ
高
予
宅

+姦ハ徐4
良
に
ゆ
か
り
の
あ
る

o
s
K
H針本φ
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耐
創
一

O
O
瑚
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配
念
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て
企
肉
釦
創
劃
作
し
た
、
司
皐
品

!
ジ
カ
ル
を

公詰積

Lkま1す
腿

E動

を
繁
し
ん
で
〈
だ
き
い
.

一
子
ど
も
わ
ん
ぱ
く
祭
り

今
の
子
ど
も
た
れ
勺
M
V
知

ら

な

い

占

く
か
ら
伝
わ
る
留
の
進
ぴ
を
再
現
し
た

り
手
作
り
の
わ
お
も
ら
av
の
作
り
方
亀

を
開
〈
な
ど
現

f
が
と
も
に
ふ
れ
あ

い

楽

し

め

る

そ

ん

な

-nを
M
外

で
過
」
せ
る
備
し
を
開
催
し
ま
す
@

一
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
軍

鯵
も
が
気
位
に
書
加
し
燥
し
め
る

よ
ワ
主
ス
ポ
ー
ツ

Z
F開
悔
し

ま
す
固4
2
5
8に
;

ん

だ
組閣
日
ゃ

-a
zrが
-
縮
に
業
し
め

惨
を
働
か
す
苧
」
と
が
穫
し
く
な
る
よ
う

な
ス
ポ
ノ
祭
を
予
定
し
て
い
ま
す
・
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一ふきと一

8
雲つり

す
医
ら
し
い

EEら
そ
し
て
美
し
い

0

・m
の
恩
恵
含
受
け
る
ま
ら

e
aoそ
の

eaeyhhの
ふ
る
さ
と
と
し
ょ
m
嗣

一
O

J
!
?
z
iし

悦

T
Mとが
で
き
る

「
ふ
る

5
と

宗

巴

年
ま
つ
り
」
を
組
嗣
し
ま
す
e

同
肉
訴
の
飾
鉢
反
ur
・
金
剛
の

Z
飽
会

ど

e
m介
す
る
「
働
総
M
・
巾
友
M
r
・-市

文
作
劣
l
q流
」
や
亨
夜
十
年
に
奈
良
市
と

同
ヒ
〈
市
劃

-nバ
凶
叩
令
を
迎
で
一え
る
育
認

市

富

市

人
?

?

で

直

す
る

ご
の
内
福
竜
市
交
き

e
aの
働

1
1
Z
E
E
-

て

T
A
t
s文
化

理

文

化
合
梅
幸

?
?
R
a
f

が
ふ
れ
あ
い
の

ne摘
憎
め
リ
ザ

4
ク
ル

"
聞
の
パ
ザ
l
会
ど
の
艦
し
会
ヱ
す
る

「
ふ
れ

あ
い
マ

l
ケ
ヴ
ト
」
な
ど
多
彰
会
優
し

を
話
し
て

k
t

一
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ

市
内
監
か
a
m
k
般
け
た
仮
股
舞
台
で

Eの
文
化
同
惨
な
ど
に
よ
る
?
な
喰

祖"
の
繍
・
ゃ

K
著
書
ど
い
ろ
い
ろ
&
ジ

t
Zパ
1
1
2ス
の
鎖
句
助

金
ゆ
け
ば
島
。
と
何
か
に
市
合

E
る

そ

ん
な
嘆
し
み
を
創
出
し
ま
す
・

市
綱

一
O
O周
年
を
記
念
し
て
広
〈

視
し
ま
れ
て
い
る

N
H
K
の
公
開
信
組

合
続
殺
書
掴
慨
を
嘆
し
ん
で
い
た
氾
く

だ
け
で

T
S
S
E
Z
m

a
-n
F
2
4
r
l
 

し
ま
す

一
喜

善

イ

-F
イ
ベン
ト

広
〈
市
民
地
ら
↓
依
公
事

L

保
則

し
た
4
d
n
v
J
ト
で
後
事
告
が
主
体

K

A
W
っ
て
市
内
外
所
で
実
催
し
ま
す

【内

W
M次
氏
じ
掲
破
〕

一
モ
由
他
の
イ
ベ
ン
ト

会
ら
ま
っ
嗣
り
な
ら
ま
ち
わ
ら
べ
う

た
7
e
A
ス
タ
や
小
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

会
ど
民
停
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
帽

の
百

蝿
年
配
念
喰
乗
の

一
軍
L
Z
L
て
信
号
岡

じ
わ
た
句
実
範
し
ま
す

界
遺
産
量
踊
配
意
事
揖

債
場
遁
高

yhつ
い
て
は

一
九

七

牢

パ
リ
で
聞
か
れ
た

T仁
制
ユ
ネ
ス
コ

a

舎
で
「
世
界
の
文
化
遁

a必
よ

σ
n
m

-
a
R
の
保
積
じ
関
す
る
条
約
」

M
V
保
釈
さ

れ

Ht一九
九

一

Eニ
2
2

.
約
同
に
'Pり
ま
」
人
、

間
内
で
は
馴
作
ま
で
i

内
問
通
車
と

し
て

i
z
E
i
s

a
Rと
し
て
辻
原
陪
伊
&
ど
ハ
作
が
股
揮
遺

a

lla-てい
1-

i
z
iにも
EZ

る
本
遺
穆
獲
物
や
遺
胎
"な
ど
の
文
化
財
が

第
島
明
移
住
し
て
い
ま
す
(

!

こ

の

j
i

織
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

u
q錯
し
ょ
A
V
L
C

、

i
l
i
-
-

句
一
』
の

e“
"
が
実
現
し
た
段
階
で
記

念
の
PA掲
睡
し
を
行
い
ま
す

。
市
民
ホ
ー
ル
完
成
事
業

A
M
良
市
川
崎

一
4
一
量
制
t
i向
け
て

川
崎
文
化
制
定
修
市
傷
良
の
h
A
聞
い
は

ふ
さ
む
し
い
ま
も
づ
〈
"
を

J
R
a
w

鳥
獣
閥

4
・
氏
で
趣
め
て
い
ま
す

す
で
に
定
虚
思
し
て
も
る
コ
、

z
ニ
テ

ィ
住
宅
を
は
じ
め
と
し
て
毎
市
型
ホ

i
i
i
;
i
 

の
趨
股
が
齢
帽
宰
れ
て
い

aす

そ
の
中
で
も
ゆ
院
と
ι
ら
ゆ
る
め
が
平

成

i
隼
慣
に
厳
1
予
定
の
A

僚
体
】
祭

良
市
民
ホ
l
b
で
寸
こ
の
市
民
ホ
ー

ル
が
活
成
し
ま
す
と
配
念

A
・
"
を
以

じ

め

惜

捧

わ
ら
ぺ
う
た

育

5
2

名
FS交
曹
繁

聞
に
よ
る
コ

〆

妙

、
P

伝

U
R
2

・

繍
刷
'
の
mm

し
を

F
白疋し

て
い

e
す
・

四匹
令
都
療
の
内
容
に
つ
も
て
は
実
施
に

俗
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しそ
一
節
度
耐
震
ず
る
晶
』と
が
あ

ntす
。

E
iト?
ー

ジ

関

手
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市
民
公
募
ア
イ
デ
ア
イ
ベ
ン
ト

広
く
市
民
治

'Z般
八
z
d桑
し
畑
従
業
読
が
主
体
と
伝
っ
て
実
織
す
る
イ
ベ

シ
ト
で

決
布
、
た
施
に
向
け
Ae・
が
進
ん
で
い
ま
す
・

0
・Z
向
。
る
ぱ
つ

2
1ク
ラ
リ
1
・

aa針金
Eに
T
a
f
t

-
あ
い
な
が
ら

Z
B
5
2

お
晴
ら
し
さ
を
再
毘
極
で
き
る
の
・
l

i
l
-
-

0
・
m陵
商
の
震
館
の
歴
史
と

今
後
の
発
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け
て
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!
f
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ネ
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し
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1
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傘"度
あ
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A

刃
旬
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い
い
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す
る
写
奥
な
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金
依
公

募
し
「

Z
あか

1
1
a」

高
値

L
I

ま
た
お
盤
R
2・E
の
た
め
の
「あ
か
句
」

i
aし
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す

〈

v
un
園
入
か
5
見
た
窃
貨
を
宿
る

自
発
見
ふ
れ
あ
い

創
造

3

t
m
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の
外
肉
入
金
パ
ネ
'
ー
に

侵

食
の
恨
克
等
を
予
l
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と
L
R
Y
ン
ポ

γ
ウ

taE26よる
2会

主
各
凶
の
自
慢

Z
k
g
E

E高
2
・25
4に目

と
ふ
れ
あ
う
「
?
ン
ア
ふ
れ
あ
い
ま
つ
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を

Eし
ま
す

。
大
子
ど
色
。
ま
つ
り

t
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粥
良

一0
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未
来
に
憶
は
た
く
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も
た
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f
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t
i
i
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i
i
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F
L
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i
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t
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〈
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手
窓
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鶴
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の
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a
t
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ふ
れ

あ
い
と
煙
、
立
と
し

1

1
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T
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図
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草
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世
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ア
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シ
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-
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i
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岳
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E
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膨
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ェ
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;
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E
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i
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と
鰻
の
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軍
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つ
り

圏
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の
E

色
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で
市
内
金
初
旬

以
前
盆
ど
J
O

花
位
を
線
"
し
奈
良

を
訪
れ
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-平二百年を盆をる岨物 私の生涯学醤

天平の文化を受けつぐ
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京

官
に
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で
紹
介
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て

き
た

e
a時
代
の
櫨
柚
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を
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め

そ
の
役
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代
に
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て
ら
れ
た

z

a型
宮
〈
f
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鶴
が
京
毎
に
修
さ
れ
た
あ
L

と
も

東
大

f
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れ

に
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2
1
1
3
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1
2
2
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で
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円
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縁
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2
2
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2
2
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時
代
仁

5
2
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?
興

信
伊
の
復
興

u
e良
の
み
な
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ず
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忠
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S
E
E
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-
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と
で
し

t

東
大
寺
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復
興
で
以
当
時
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一
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t

里
ら
も
た
ら

2
2誌
と
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t
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日
時
代
に
な
る
と

Z町
の
な

か
i
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土
砂
民
主
主
て
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れ
る

よ
3
ー
な
り
そ
の
う
色
の
iu
く
つ

か
は
倫
定
玄
化
財
ド
ト
な
令
て
い
ま

す
・
ま

た

こ

の
時
代
に
は
京
大包帯

大
U
U
阪
(
国
宝
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が
再
直
喝
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ま

L

i
t
?
iの歴

史
的
令
書
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は
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す
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"
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S
Z

E
-
-
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統
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句
入
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2
2
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史
的
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t
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?
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司
た
こ
L

と
が
わ
か
り
ま
す
・

(Z市
文
化
財
望

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........................
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ら
れ
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わ
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